
救急救命学科
1　教育課程（カリキュラム）

　　救急救命学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次
単位数

1年 2年

前期 後期 前期 後期 必修 選択 自由

教
養
教
育
分
野

人間と文化
日本語表現法 15 ○ 1

英語 15 ○ 1

人間と社会
現代の社会 15 ○ 2

法律入門 15 ○ 2

人間と科学
情報処理 15 ○ 1

数理リテラシー 15 ○ 1

専
門
教
育
分
野

専
門
基
礎
科
目

人体の構造と機能

解剖生理学 8 ○ 1

人体構造と機能Ⅰ 8 ○ 1

人体構造と機能Ⅱ 8 ○ 1

人体構造と機能Ⅲ 8 ○ 1

疾患の成り立ちと回復の過程

薬理学 8 ○ 1

病理学 8 ○ 1

微生物学 8 ○ 1

法医学 8 ○ 1

健康と社会保障
社会保障論 8 ○ 1

地域福祉論 8 ○ 1

専
門
展
開
科
目

救急医学概論

医学概論 10 ○ 1

救急救命医療概論 20 ○ 2

救急救命処置概論 20 ○ 2

感染症と災害医療 10 ○ 1

救急症候・病態生理学

救急病態生理学 20 ○ 2

救急症候学Ⅰ 20 ○ 2

救急症候学Ⅱ 20 ○ 2

救急症候学Ⅲ 20 ○ 2

疾病救急医学

疾病救急医学Ⅰ 20 ○ 2

疾病救急医学Ⅱ 20 ○ 2

疾病救急医学Ⅲ 20 ○ 2

疾病救急医学Ⅳ 20 ○ 2

外傷救急医学
外傷学Ⅰ 20 ○ 2

外傷学Ⅱ 20 ○ 2

環境障害・急性中毒学 環境障害・急性中毒学 10 ○ 1

臨地実習

救急救命シミュレーションⅠ 75 ○ 5

救急救命シミュレーションⅡ 75 ○ 5

救急救命シミュレーションⅢ 75 ○ 5

救急救命シミュレーションⅣ 75 ○ 5

臨床実習 20日 ○ ４

救急用自動車同乗実習 5日 ○ 1

総計（卒業要件70単位） 70 - -
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2　卒業要件
　 　卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

　　（1）救急救命学科に2年以上在籍すること。

　　　　◦　休学期間は在学期間に含めません。

　　　　◦　在学期間は４年を超えることができません。

　　（2）卒業に必要な単位を修得すること。

　　　 　必修科目70単位を「教養教育分野」及び「専門教育分野」から以下のとおり修得すること。

単位区分 単位

教養教育分野 （必修）8単位

専門教育分野
専門基礎科目 （必修）10単位

専門展開科目 （必修）52単位

卒業要件：70単位

3　卒業要件充足に伴う資格と学位
　 　救急救命学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、救急救命士国家試験の受験資格を得られると

ともに、短期大学士（救急救命学）の学位が与えられます。

　 　また、救急救命学科において「社会保障論」「地域福祉論」「医学概論」の単位を修得し卒業することで、

社会福祉主事任用資格を取得することができます。社会福祉主事任用資格は、地方公務員として社会福祉

の増進に携わる際等に求められる任用資格です。資格取得のための手続きや資格証等はなく、学業成績証

明書および卒業証明書をもって、社会福祉主事の資格要件を満たしている旨を証明することになります。

4　履修登録単位数の上限
　 　救急救命学科では、学生の皆さんが各年次にわたって適切に授業科目を履修できるように、年間の履修

登録単位数の上限を50単位と定めています。

　 　履修登録をする際には、上限を超えないように注意してください。

5　臨地実習
　（1）履修要件

　 　以下の臨地実習科目を履修するためには、次の履修要件を満たさなければなりません。

科目名 配当年次 履修要件

救急救命シミュレーションⅠ 1年前期 なし

救急救命シミュレーションⅡ 1年後期
救急救命シミュレーションⅠの単位を修得している

こと。

救急救命シミュレーションⅢ 2年前期
救急救命シミュレーションⅡの単位を修得している

こと。
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